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１．連携パス適応症例の場合、患者へパスの説明を行う。 
 
２．パスへ記入し、次回の連携先受診時期を確認する。 
 
３．患者へ「紹介状（診療情報提供書）」「パス（原本）」 
  「ハート手帳」を交付する。 
 ※パスを直接連携先へ送付することも可 
 
４．急性期退院時のパスをコピーし、保管しておく。 

１．「紹介状（診療情報提供書）」「パス（原本）」を確認 
  し、７ヶ月後の急性期病院受診予約を行う。 
 
２．診療計画を参考に、患者の状態に応じて検査等を行う。 
 
３．「紹介状（診療情報提供書）」「パス（原本）」（でき 
  れば検査結果を添付）を患者へ交付し、急性期病院受診 
  時に持参するよう伝える。 
 ※パスを直接急性期病院へ送付することも可 

５．「紹介状（診療情報提供書）」「パス（原本）」を 
  確認し、冠動脈造影検査（心臓カテーテル検査）を 
  行う。 

 
６．次回冠動脈造影検査が予定されていない場合はパスを 
  終了し、次回冠動脈造影検査が予定されている場合は、 
  新規パスを発行し、継続する。 
 ※パス終了の場合は、連携先へその旨連絡する 
 
７．連携先の検査結果も含め、終了したパスを保管する。 
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